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みなと元町タウンニュース

15年ぶりの長崎、未来へというエネルギーを強く感じた3日間
合資会社ゼンクリエイト根津  昌彦

　11月20日～22日の3日間、開港5都市景観まち
づくり会議長崎大会がリアル開催された。15年
前、私が美しい街岡本協議会のコンサルタントに
就任した最初の年に開かれたのが長崎大会で、
その時以来で長崎のまちを訪れたのだ。実は昨
年の神戸大会で、5年前の長崎大会でスタートし
たFG会議（Future Generation＝未来のまちづく
りを担う若者による会議）のコーディネーターとい
う役を仰せつかっていた。昨年は『withコロナ時
代の景観まちづくり』という大会テーマのもと、は
じめてFG世代の輪の中に入り、リアルとオンライ
ンをミックスさせて熱い議論をコーディネートさ
せていただいた。会議の最後に、今後4年間は、
長崎、新潟、函館、横浜の開港各都市で開催され
るFG会議に参加しますと宣言したので、有言実
行で長崎に乗り込んだのである。
　昨年のFG会議では、景観まちづくり、観光、商
業というテーマを加えて、コロナ禍での各都市の
取り組み紹介を通じて大事な視点を議論した
結果、この3つのテーマが密接に関連しているこ
とを参加者全員で共有することができた。最終
日に発表したまとめでは、「人が歩いていること、
佇んでいること、営みが目に見えることでまちが
生きているということを皆さんが実感し、自分た
ちのまちのヒト、コト、あるいは場所という資源
にしっかり目を向けられたのが、コロナ禍での取
り組みの一番大きな成果であった。」と締めくく
らせていただいた。
　神戸大会から1年と1ヶ月、昨年以上の感染の
波を何度も経験したが、先月の緊急事態宣言解
除後は、全国各地で新規感染者数も激減してい
る。そのような世上での長崎大会のテーマは、
『ポストコロナ時代の「港」を生かしたまちづくり
～歴史・つながり・未来～』、昨年と今年で
「withからポストへ」と枕の言葉が変わったの
は、コロナウイルス感染症に対する状況の変化
だけでなく、長崎の未来志向の強さの表れであ

るように、JR長崎駅で特急から降り立った時に
感じたのである。
　1日目、全体会議は今年11月1日に開業したば
かりのMICE施設「出島メッセ長崎」で行われた。
大会実行委員長、長崎市長のご挨拶の後、榊原
史博氏（マカオ政府観光局日本代表）による「世
界史の中で踊る港町・マカオ」と題する基調講演
があった。氏の講演の終盤で、グレート・リセット
という言葉で、現代におけるさまざまな問題の解
決の鍵は、これまでの常識にとらわれず一旦ゼロ
からスタートして新たな仕組みや価値観を構築し
ていくことが重要であると示唆された。
　その後2つの部屋に分かれて、パネルディス
カッションが行われた。私が参加したテーマは、
『「港・水辺・海洋資産」を生かしたまちづくり』。
FG世代の各都市代表がテーマに沿った近年の
取り組み事例を紹介して、その後コーディネー
ターが出すお題に対して一言ずつ自身の意見を
述べるというスタイルで進行された。
　海洋資産という切り口で興味深かったのが、
函館国際水産・海洋都市構想のシンボルとして
建設された函館市国際水産・海洋総合研究セ
ンターという入居型の貸研究施設。学術試験研
究機関や民間企業が入居できる研究室が備え
られているほか、函館港外から直接採取した海
水を水槽実験に使用することができたり、来館
者が自由に見学できる大型実験水槽や函館港
が一望できる展望ロビー、会議室などがあり、新
港突堤の再開発が進む神戸でも、こうした施設
を神戸を象徴する神戸大橋のたもとに迎え入れ
て、大阪湾や瀬戸内の海の恵みをまちづくりに
取り入れる視点もありではないかと感じた。
　2日目は、過去に例を見ない10のバラエティー
に富んだ分科会が、小雨交じりの長崎で同時開
催された。私が参加した分科会は、『風頭山「維
新の道」を歩く』という健脚向けのプログラム
で、坂本龍馬や亀山社中のメンバーが活躍した
「維新の道」を風頭公園のある山頂まで歩くとい
うもの。眼鏡橋付近で長崎検定一級最年少合
格者の久松健太郎氏による近藤長次郎顕彰碑
の解説を皮切りに、坂本龍馬の写真を撮影した
日本最初の商業写真家である上野彦馬の生誕
地を訪ね、その後は約600段の石段を上ったり
下りたりしながら、永松実・元長崎市歴史民俗
資料館館長の解説を交えながら、450年前の開

港から明治初期にかけて活躍した長崎の偉人
のお墓巡りツアーだった。山頂では、坂本龍馬
像と共に近年大きく風景が変わりつつある長崎
港や長崎市街地を一望し、亀山社中記念館、寺
町通、町家の活用事例などを見学して、昼食をと
りながらの振り返りで行程を終えた。汗だくにな
りながらの道中であったが、非常にわかりやす
いお話を伺いながらの3時間はあっという間の
さるく時間だった。15年前は、長崎さるく博覧会
の会期中の長崎訪問だったが、15年経った今、
あの「ぶらぶらまちあるきの博覧会」という画期
的な試みは、市民の中で受け継がれ定着してい
るなあということを強く感じる分科会であった。
　一度ホテルに戻って汗を流し、午後4時から
は出島近くでのFG会議に参加。神戸からの参
加メンバーによるプレゼンテーションでは、冒頭
に書いた昨年のFG会議のまとめに沿って、三ノ
宮駅前ストリートテーブル、元町6丁目のキッチ
ンカー、摂津本山駅の駅書、阪急三宮のアモー
レ広場リニューアルという人の営み、佇まいにみ
るまちの変化を紹介し、他都市FGメンバーの取
り組みにも刺激をもらって会は終了した。今回
のFG会議は残念ながら、言いっぱなし的な感
じや、5年間で仲良くなったメンバーの内輪のノ
リが結構強めだったため、神戸から初めて参加
したメンバーには少し戸惑いも見られた。若いメ
ンバーでまちを盛り上げていくという姿勢その
ものは大いに賛成できるので、今後はグレート・
リセットに対して臆することなく行動できるFG
メンバーだからこそ、各都市の未来をともに作る
という姿勢で、知を結集し実を得ることができ
ればと感じた次第である。
　最後に、長崎の夜は大変元気な夜であった。
1日目の晩、地元の〆はおにぎりとみそ汁で！と
いう話を聞き、入ったお店は、若者で埋め尽くさ
れ、なんともエネルギッシュな場であった。あち
こちで酒を酌み交わしながら語らっている姿
は、まさにポストコロナな風景であった。

　持ち主が「ホテルシェレナ」から「DAIICHI GRAND HOTEL」
に移って再開を期待されていたが、同ホテルは和田興産㈱の手に
移り、解体されることになった。工事は１２月からはじめ2023年5
月末終了を見込んでいる。
解体後は、マンション建設の
予定だが、元町商店街への6
丁目玄関口にあたることから、
地域活性化のため地元商店
街・自治会との連携による事
業展開も期待されている。

■元町６丁目旧ホテル建物解体へ
　坂本浩一さんがリーダー役をつとめる元栄海３丁目協和会は、
毎月、地域周辺の美化活動を行ってきた。それぞれ清掃用具を
手に、定められた元栄海地域を担当するほか、不法駐輪禁止
ステッカーの取付けなど、
町内婦人部を中心に実施
している。その状況を11月
発行の中央区老連だよりが
「地域の“きれい”を担って」
と題し、写真入りで紹介し
ている。

◇こうべまちづくり会館ギャラリー（無料）　℡３６１－４５２３

１２月　２日（木）～１２月　７日（火）葦の会展
１２月　９日（木）～１２月１４日（火）まち

◇元町映画館（有料）　℡３６６－２６３６

１１月２０日（土）～１２月　３日（金）
　『カナルタ 螺旋状の夢』
１１月２７日（土）～１２月　３日（金）
　特集「元町映画館と映画作家たちの10年ちょっと。」
１１月２７日（土）～１２月１０日（金）
　『きょう、映画館に行かない？』
　特集「ケリー・ライカートの映画たち 漂流のアメリカ」
１２月　４日（土）～１２月

　
９日（金）『半狂乱』

１２月　４日（土）～１２月１０日（金）
　特集「中央アジア今昔映画祭」
１２月１０日（金）
　『Human Odyssey それは、創造をめぐる旅。』
１２月１１日（土）～１２月１７日（金）
　「香港映画祭2021」
　「現代アートハウス入門
　　　　　　ネオクラシックをめぐる七夜 Vol.2」

　栄町通まちづくり委員会は、１１月１２日
（金）10時から10時30分まで、栄町通を中心
に、ゴミ拾いと不法ビラ撤去、自転車・バイク
などへの不法駐輪警告チラシ取り付け作業
など、栄町通クリーン大作戦を実施した。参
加者は、（元栄海三丁目協和会）奈良山喬一、
（㈱イーエスプランニング）谷川原吉彦・水野
靖之・西晶子、（株式会社ＫＫテクノ）中村圭
遥・池田雅幸・白川乙葉、（こうべまちづくり
会館）木原正剛、（神明）西野和彦、（神明倉
庫㈱）藤尾憲弘・十時実希、（大一産業㈱）高
橋美樹子、（走水神社）兒嶋英毅、（兵庫県信
用組合）仲川・井上・川口・遠藤、（広島銀行）
曽我部真介、（新光明飾㈱）中川俊・西村友
博・藤田直之・大森貴美子、（佐田野不動産
㈱）佐田野宏之、以上、23名のみなさんでし
た。毎月第２金曜日午前10時、栄町通６丁目
佐田野不動産前集合の上、実施しています。
お気軽にご参加ください。
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編　集　後　記

■3丁目協和会クリーン作戦

　江戸時代から続いてきた明石の秋
祭りの主役「布団太鼓」は、市内に約
40台現存しています。これらの布団太
鼓を写真パネルで紹介するとともに、
今は見ることができない高欄掛や水引
幕など、明石に受け継がれてきた伝統
文化の歩みを紹介する展覧会です。観
賞ご希望の方は、住所・氏名・年齢明
記の上、編集部まで。先着順で５名様
にペア招待券をお送りします。

　球体状に張り付けられたちいさな鏡、光をあてながらの回転により
反射されるたくさんの光。ミラーボールをモチーフに独創的な造形物
を使って、無数の光と反射
をはなつ幻想的な空間が
会場いっぱいに拡がりま
す。観覧ご希望の方は、住
所・氏名・年齢明記の上、編
集部まで。先着順で２名の
方にペア招待券をお送りし
ます。

□企画展 「明石の布団太鼓」（読者プレゼント） □ミラーボーラー星の旅 PLANET OF MIRRORBOWLER by ELEMENTS
　（読者プレゼント）

会場：心斎橋ＰＡＲＣＯ１４Ｆ　ＰＡＲＣＯ　ＥＶＥＮＴ　ＨＡＬＬ
　　  ☎０５０－３２０４－１２７４
期間：１２月１９日（日）～２月１３日（日）　休館日：1月1日

会場：明石市立文化博物館
　　  ☎０７８－９１８－５４００
期間：１２月１６日（木）～２０２２年１月１６日（日）
　　  月曜・年末年始休館（但し1/10は開館）

１２月１１日（土）～１２月２４日（金）
　『ミッドナイト・トラベラー』
１２月１８日（土）～１２月２４日（金）
　『スズさん ～昭和の家事と家族の物語～』
１２月１８日（土）～１月　７日（金）『偶然と想像』

【予定は変更になる場合がございます。】

　ハーバーロードから神戸駅までの地域
を担当するクリーンチームは、11月17日
（水）、エスタシオン・デ・神戸、あいあい
ネット神戸のみなさんにより実施した。

クリーン作戦

穂蓼（ほたで）八幡神社・布団太鼓穂蓼（ほたで）八幡神社・布団太鼓

エスタシオン・デ・神戸とあいあいネット神戸チームエスタシオン・デ・神戸とあいあいネット神戸チーム

「BURNING MAN (アメリカ)」過去の作品より「BURNING MAN (アメリカ)」過去の作品より

風頭公園から6年前の市街地写真と現在との風景の違いの解説を聞く風頭公園から6年前の市街地写真と現在との風景の違いの解説を聞く

FG会議では各都市のこの1年の取り組みを約70人が聞き入るFG会議では各都市のこの1年の取り組みを約70人が聞き入る

旧ホテルシェレナ時代の建物旧ホテルシェレナ時代の建物 「神戸市中央区老連だより」「神戸市中央区老連だより」
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平野義昌

　神戸小学校校歌作詞者・若杉惠（さとし、
1903～87年）は広島県安佐郡生まれ。1924
（大正13）年県立広島師範学校（広島大学教育
学部の前身）を卒業後、尋常高等小学校教師。
26（大正15）年県立忠海高等女学校（県立忠海
高等学校の前身）、27（昭和2）年から神戸小学
校に勤務する。「駒四郎」「庭與吉」の名で文学
活動。まだ「若杉慧」ではない。
　若杉本人の神戸校校歌回想。
〈私のつとめていた小学校が創立五十周年の記念
事業の一つとして校歌をつくることになり、私が言
いつけられた。半年かかってどうにか形ができた。
東京に持って行って専門家に鑑定を乞うて来いと
校長が言った。私はよろこんだ。（後略）〉註1
　若杉は最初に中山校長の知人・葛原茲（しげ
る、詩人・童謡作家）に会うが、批評は全然頭に
残っていない。次いで竹中郁の紹介状を持って
北原白秋を訪問する。竹中は白秋の推薦によっ
て詩壇に出た。補註1
〈ルパシカ姿の白秋は、アル中（？）で慄える指
に、私の持っていた４Ｂの鉛筆を握り、歌詞を
全部平仮名に書きかえ、その文字を一つ一つ
おさえ、口ずさんでみたりして、それがまったくリ
ズミカルでないことを遺憾とした。歌謡にする詩
というものは、リズムと各節の照応がなくては、
曲のつけようもなく、白秋先生にも手のつけよう
がなかったらしい。つまり私の半年の苦作は全
然落第だったわけである。〉註1
　若杉が東京行を喜んだ理由は島崎藤村
（1872～1943年）訪問を目的としたからだ。約
束なし、紹介状なしで押しかけた。
　若き日若杉は深刻な悩み（性に関する身体
現象）を抱え、胃も患っていた。25（大正14）年、
休職して東京で治療を受けた。前年藤村の「海
へ」を読み、心酔していた。13（大正2）年、藤村
は姪との不倫問題から逃げるように渡仏、その
紀行文である。18（大正7）年には姪との関係を
小説「新生」で明らかにした。生きる苦悩と自ら
の弱さを小説にした。若杉も我が身を嘆きなが
ら、生きたい、と切実に願っていた。回復の望み
なく、帰郷する前に家だけでも見たい、と周辺
を徘徊した。藤村に会う夢を何度も見た。写真
で目にした字を真似し、書斎を同じようにしつら
え、簡素な生活を見習った。本の感想を書き送
ると、返事が来て得意になった。自費出版本を
恵贈したら礼状が届いた。
　若杉訪問時、藤村は「中央公論」に長篇「夜
明け前」を連載中だった。玄関で面談を断わら
れた。10分15分でも、と校歌批評を口実に無理
を言った。校歌について藤村の感想は覚えてい
ない。というのは、帰り際に一筆所望したところ
藤村にきっぱり拒絶されたからだ。強烈に打ち
のめされた。
〈私はひれ伏すような気持であった。私はどうい
うふうに玄関を出て、坂道をのぼって、木立を見
下ろす砂利道をあるいて行ったか、十年の夢一
時にさめた思いで、落葉の木立をすかした冬日
の光りだけがいまも鮮やかである。〉註1
　藤村はほとんどの訪問者を追い返していた、
と知ったのは後のことだ。校歌誕生の裏には若
杉の大きな失意があった。　　
　若杉の神戸生活も悲しい始まりだった。
〈任意に神戸の地をえらんで移住したわけでは
ない。半ばは運命のたわむれにより、半ばは風

に吹かれるようにやって来たのだ。〉註2
「運命のたわむれ、風に吹かれるように」とは、女
学校同僚女性との恋愛問題だ。駆け落ち同然で
相手の出身地・神戸に来た。28（昭和3）年、男子
を授かり、結婚するも、すぐ妻は病死してしまう。
若杉は、妻の一生を必ず書く、と決意した。補註2
〈私のつとめた神戸市神戸区神戸小学校というの
は県庁と向き合って、屋上運動場に上ると山から
海から一目にみえた。国鉄の高架線は工事に取
りかかったばかりで、いまは元町駅になっている
東の穴門筋の手前に街路からすこし登って旧三
宮駅があり、そこに人力俥が幾台も並んで、客待
ちのショウギ盤などをかかえこんでいた。〉註2
「県庁」は現在の兵庫県公館。学校の周りには
中国人、台湾人が多く住んでいた。神戸校には
西洋人ハーフの児童が数名、朝鮮人・台湾人児
童が多数。彼らは日本人児童と比較して成績に
優劣なく、卒業式で答辞・送辞を読む子もいた。
　若杉神戸校時代の卒業生に作家が2名いる。
　陳舜臣（1924～2015年）は1932（昭和7）年
に諏訪山校から転校してきた。
〈我が師は多すぎて、選ぶのが難しい。作家に
なっているのだから、その立場からいえば、小学
校時代の恩師の若杉慧先生ということになる。と
いって、私は若杉先生から綴方を習ったのでは
ない。小学校五年生の一年間、私たちのクラスは、
若杉先生に「図画」を教わったのである。〉註3
　若杉は学級担任として普通教科を教え、高
学年の図画を担当した。
〈四年生まではクレオンやクレパスで絵を描い
ていたが、五年生になると絵具を使う。若杉先
生は絵具のしぼり方から、色の調合まで親切に
教えてくださった。そのうちに、若杉先生が小説
を書いているという噂がひろがり、私はひそか
に尊敬したものだ。（中略）学問や技術をじかに
教わることはないが、その存在そのものが私た
ちを鼓舞するという人がいる。あのころ、私は小
説家になろうとは思っていなかったはずなのに、
若杉先生は私にとっては、まぶしく、そしてなん
となく同じ道にいる人だという気がした。当時の
先生は線が細く、見るからに神経質そうで、近
づき難いかんじがした。〉註3
　1961（昭和36）年、陳は江戸川乱歩賞を受賞
し、若杉と再会する。若杉は陳の記憶を述べた
が、他の生徒と混同している部分もあった。陳が
若杉を訪問すると、書庫に陳が献呈した本があ
り、朱線が引かれていた。
〈教員室に呼ばれた生徒のように、私はかしこ
まって先生のお説教をきいた。（中略）文章を書
くとき若杉の赤鉛筆を念頭に置いた。ありがた
い無言の批評である。〉註3
　若杉が陳に神戸校時代の自慢を語る。「い
やぁ、島尾くんの文章に手を入れたよ」（註3）。
島尾敏雄（1917～86年）のことだ。
　戦後、島尾が文壇に出て以来、若杉は注目し
作品を読んでいた。島尾に会いたくなった。ドス
トエフスキー『白痴』を探していたが手に入らず、
彼なら持っているかもしれない、と借用を訪問
の口実にした。神戸校の教え子と気づいていな
い。島尾は神戸市灘区在住、若杉も埼玉県と神
戸を行ったり来たりの生活だった。島尾が「先
生」と呼び、神戸校卒業生であること、綴方添削
のことを伝える。
〈昭和五年だったと思う（引用者註、4年の間違い）、
天皇陛下が関西においでになったとき兵庫県

では私の勤めていた小学校に、当時のことばで
いえば勅使を差遣されて、授業を見てもらった
が、講堂には特別製の金屏風を立てめぐらして
児童の成績品をかかげ、「天覧」に供した。綴方
と書方は私が選んで指導したので、そのとき島
尾の綴方を採用したというわけである。題も内容
もむろん私はおぼえていない。（後略）〉註1
　本を借りた。島尾との交流が始まり、同人誌
「VIKING」の例会にも顔を出した。その縁で久
坂葉子を指導した。64（昭和39）年島尾夫妻と
九州を旅行した際、鹿児島の新聞社の依頼で
対談。島尾は若杉の教師時代を語った。
〈私の歩きぶり、着ていた事務服の地色や柄ま
でもおぼえているのには恐れ入った。おシャレ
の私は、普通のでなしに別仕立のセル地のを着
ていた。（夜泥棒が入って職員室から私のだけ
持って行かれたが）。それから私が校友会誌に
出した短篇小説（？）までも（むろん彼は卒業し
てからそれを読んだのだが）をおぼえていてく
れたのは、おどろきもし、うれしくもあった。私は
すっかり忘れていたからである。〉註1
　神戸校90年記念文集（註4）に後輩教師・松本
一男が若杉について書いている。文集発刊前
には同校校長を勤め、神戸市教育委員・白川渥
（あつし、1907～86年、補註3）と思い出話をし
た、と言う。戦前、白川は兵庫県視学委員（学校
視察、教育指導、教員任免などを担当する行政
官）の職にあった。若杉は文学仲間だが、職制
無頓着。白川曰く、「平教員から君づけで呼ば
れたのは初めてだ」。註4

補註1　竹中は神戸二中在学中に白秋・山田耕筰主宰
「詩と音楽」（アルス、1922～23年）に投稿。23（大正12）
年新年号の「新進11人集」に推薦された。27（昭和2）年
上京し、白秋主宰「近代風景」（アルス）の編集を手伝う。
若杉と竹中のなれそめは不明だが、32（昭和7）年12月竹
中の『象牙海岸』（第一書房）出版記念会に出席（会場、栄
町通5丁目「アサヒ食堂」。詩友他、東京から堀辰雄）。そ
の後、共に同人誌「内部」「風神」に参加。
補註2　54（昭和29）年、「愛の静脈」（「婦人倶楽部」連載、
翌年単行本、共に講談社）。
補註3　白川渥、本名・正美。小説家。東京高等師範卒、
教員を経て、県視学委員、国民学校校長。40（昭和15）年
「崖」で第12回芥川賞候補。
註1　若杉慧『半眼抄』　木耳社　1972年
註2　若杉慧『須磨・明石・六甲の旅』　秋元書房　1961年
註3　陳舜臣『神戸　わがふるさと』　講談社文庫　
2007年
註4　神戸小学校同窓会編・発行『神戸校九十年　神戸
小学校開校九十年記念文集』　1974年
写真　神戸小学校校歌の碑
その他参考文献・資料　●Web「広島文学資料室」
●若杉慧『老幼夢幻』言叢社1985年　●季村敏夫『窓の
微風　モダニズム詩断層』みずのわ出版　2010年
引用文は適宜新字・新仮名遣いに改めた。

元町駅周辺（3）　学校その3 空間資源としての古ビル
-神戸と横浜の事例から考える-

　近年、戦後から70年代前半にかけて建設
された都心に立地する築年数の古いオフィ
スビル（以下、古ビルと略す）の活用が、アー
ティストやクリエイターを中心に注目されて
います。　「交通の便が良い」「家賃が安い」
など利便性や経済性が、小規模な事業経営
に有益であるだけでなく、DIYやリノベーショ
ンによる修繕が施されたビルの纏う趣きへの
関心が少なからずあるようです。
　また、私も含め、建設当時の時代を伝える
ビルの佇まいに愛着を感じる人々も多く、『月
刊ビル』（2010-）や『名古屋渋ビル手帖』
（2013-）等の古ビルを特集する出版物※1か
らも動向を確認することができます。
　そこで今号では、現在、横浜都心部の創造
産業（アーティストやクリエイター等の新た
な価値や文化を創造する業種）について調
査研究している筆者が、乙仲通界隈を訪れ
た記憶を振り返りつつ、横浜の活用事例と共
に、空間資源としての古ビルについて考えて
みたいと思います。　
　まず、振り返ると、私が乙仲通界隈に関心
を寄せるきっかけになった調査の一つに、

　そして現在、こういった防火帯建築などの
古ビルに、アーティストやクリエイターだけで
なく、それらの枠には収まらない多様な人材
が入居しており、個性的な界隈が生まれてい
ます。
　以上を踏まえて、乙仲通界隈の商業空間と
横浜の関内・関外地区のアーティストやクリ
エイターの活動拠点は、経緯は異なりますが
古ビルを空間資源として活用することで、個
性的な界隈を形成したと言えるでしょう。
　本来、建物は老朽化と共に建築的価値が
減少し、そういった建物が集積している地域
は再開発の対象となりやすいかもしれませ
ん。また、界隈が市場価値を持つと、大規模
な建物改修による家賃の向上や大型チェー
ン店の参入で、小さな商いや文化的な活動
が逆に行い難くなってしまうかもしれません。

　乙仲通界隈は、マンション開発により、古ビ
ルの数を減らしています。しかし、古ビルは、
入居者の工夫により多様な活用が可能であ
り、また、低廉であることから、文化的な活動
に向いています。
　つまり、創造的に利用する者に寄り添う空
間資源として、あるいは資本の少ない小規模
な事業者の居場所としても今後評価が期待
され、そういった建物や今後なりえる建物を
残す工夫が、街並みの均質化を防ぐことにつ
ながるのではないか、と考えています。
　筆者は現在、関東圏域に在中しており、 
2019年11月以降、神戸を訪れることができ
ておりません。新型コロナウイルスが収束し
た後、再び、神戸を調査する予定ですが、お
そらく、状況も変化していることでしょう。待ち
遠しい反面、訪れたい商店や古ビルが無く

『乙仲通界隈デザインワークショップ「乙仲さ
んぽ」』（2015-2017）でおこなわれた街並み
調査があります。
　調査を通して、取り分け興味をもったのは、
街路にあふれだした商店の立看板が連なる
独特の景観や、商業用途に転用された古ビ
ルの使われ方についてです。
　個人経営の個性的なカフェ、雑貨小物、服
飾、家具などの商店やギャラリー等が、収益
を主な目的とした商業空間とはやや趣きを
異にする、趣味とも判別がつかない豊かな営
みを実現していたことがとても印象的でし
た。
　また、先述した創造産業に属する建築設計
事務所やデザイン事務所もみられ、それらが
混在している状況が乙仲通界隈の雰囲気を
より魅力的にしていると感じました。
　乙仲通界隈がそうした小さな商いの苗床
となった背景には、乙仲業務の減少などによ
り、当初の目的で使われなくなった古ビルが
集積していたことや、元町商店街から少し離
れた位置にあり、既存の商売とは少し違う経
済モデルを考えることができたと推察してい
ます。
　つまり、乙仲通界隈が商業空間として奏功
したのは、店主らがかつて乙仲業者で賑わっ

ていたオフィスビル街を意識的か無意識的
か、地域の空間資源として活用したことにあ
ると考えています。そのような事例は、筆者の
知る限り、あまり見受けられませんが、横浜で
は関内・関外地区に、類似の活用事例を見出
すことができます。
　横浜市は神戸市と同様に、行政による事
業の一環として、文化芸術活動の支援や創
造産業の誘致などのまちづくりを行っていま
す。そういった事業の一つである芸術不動産
事業は、横浜都心部（関内・関外地区）の古ビ
ルのオーナーと協働し、アーティストやクリエ
イターなどの創造産業の活動拠点を創出し、
既成市街地の活性化や創造産業を中心とし
た界隈の形成を進めています。
　このような試みが生まれた背景には、
2000年代前半にオフィスビルの空室率が高
まったことや老朽化の進行、歴史的建造物等
の消失、業務・商業機能の衰退が危惧された
状況があります。
　これに対して、横浜市は文化芸術による創
造都市施策を推進し、歴史的建造物の活用
だけでなく、古ビルなどの不動産ストックの
活用に取り組んでいます。特に、横浜固有の
戦後建築遺産と言える防火帯建築※2の活
用を積極的に行っています。

なっていたらと思うと心苦しくもあります。
　今後も神戸の調査を継続しますので、機会
があれば、横浜の調査も含めて進捗を報告さ
せていただければ幸いです。
※1 古ビルを特集する出版物について
　2010年以降に出版された古ビルを特集する写真集や雑誌
は、著者らが街歩きを通して再発見し、ビルの佇まいを語る
内容がみられる。「渋ビル」「いいビル」など、より愛着あ
る表現が用いられていることが特徴である。
※2 防火帯建築とは
　戦後、都市火災での延焼を防ぐ目的で設けられた防火建築
帯を示す。関内・関外地区では、通称として「防火帯建築」
と呼ばれる。鉄筋コンクリート造で3階から4階建て、中庭型
の配置やモダンな外観など、共通した形式がみられる。

鈴木 亮太（すずき りょうた）　

vol.5

関東学院大学 人間共生学部助手
／横浜市立大学大学院 都市社会
文化硏究科 博士後期課程／専攻
分野 建築・都市デザイン

個性的な商店が入居する古ビル（神戸・乙仲通界隈） 創造産業の活動拠点として再生された古ビル（横浜・関内）

神戸校校歌

海という名の本屋が消えた（97）
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